
カトリック札幌教区ニュース
Catholic Sapporo Diocese News

発行：カトリック札幌司教区事務局広報部 〒060-0031 札幌市中央区北1条東6丁目10 Tel.011-241-2785 https://www.csd.or.jp

55No.
2026年11月

Ｗｏｒｌｄ Ｙｏｕｔｈ Ｄａｙ（＝ＷＹＤ）
とは、「教会の今」を生きる若者たちと共にある、
カトリック教会の祝祭です。１９８４年に当時の
教皇ヨハネ・パウロ２世が世界の青年たちに呼び
かけたことによって始まりました。１９８４‐８
５年、キリストの十字架の死と復活を記念する
「あがないの特別聖年」が１年を通して行われて
いた期間中に、「若者たちの聖年」として、世界
中から青年たちがローマに集いました。この集い
を第１回目のＷＹＤとし、その後２～４年ごとに
世界の各地を会場としてＷＹＤは続けられてきま
した。

前教皇フランシスコは、２０２３年ＷＹＤリス
ボン大会のミサの終わりに、次回のＷＹＤが２０
２７年韓国ソウルにおいて行われることを発表し、
その大会テーマに『勇気を出しなさい。わたしは
すでに世に勝っている』（ヨハネ１６・３３）を
選びました。

「最後の晩さんの席で弟子たちに語ったイエス
のことばです。数々の難題を抱える世界にあって、
このテーマは、キリストは恐れと罪と死に打ち勝っ
た－その揺るがぬ真実を思い出させてくれます。
復活への信仰に根ざして希望しなさい、勇気を出
しなさい、と招いています。楽観的に待つのとは
違います。キリストは生きて、存在しておられる
－。その事実をよりどころとした、大胆不敵の信
頼を願ってのテーマです。
この時代、世界中で、若者たちは紛争、経済的
苦境、先行きの不透明さなど、さまざまな難題に

直面しています。それでも若者たちは、恵みを受
けての２０２７年ＷＹＤソウル大会で、『地の塩、
世の光』となる喜びが得られるでしょう。
若者どうしの出会いによって、無条件の愛に触

れ、『希望の巡礼者』『勇敢な宣教者』として、
再び世界へ派遣されるための力を得るはずです。
さあ、希望をもって、喜びのうちに、へこたれ

ずに、あなたの出会ったキリストをあかしする者
となって、勇気を出して、ソウルに向けての旅路
を歩んでいきましょう！」

このＷＹＤへの呼びかけは、教皇レオ１４世に
引き継がれ、いよいよ２０２７年に東アジアでは
初となる『ＷＹＤソウル大会』が開催されます。
これまでのＷＹＤでは、日本の公式巡礼団とし

てツアーが組まれていましたが、今回はお隣の韓
国・ソウルで開催されることもあり、地理的にも
近く、日本全国から大勢の参加者が見込まれます。
そのため、日本の１５教区がそれぞれにツアーを
組み、ソウルでの本大会と、その前に行われる韓
国各教区ごとの教区大会に参加することになりま
した。そして、最終日には全世界から１００万人
規模で集まった青年たちと、教皇司式のミサに与
る予定です。

私たち札幌教区では、馬山（マサン）教区の司
教からの招待に応え、ツアーを企画しております。
函館地区に派遣されているアンセルモ李神父

（馬山教区所属）のサポートをいただき、また日
本の他教区とも情報共有をはかり、現時点でのス
ケジュール（予定）をお知らせいたします。

－ WYDのテーマ －
勇気を出しなさい。
わたしはすでに世に勝っている

（ヨハネ16・33）

2027 World Youth Day
ソウル大会

写真は 2023年 WYDリスボン大会の様子
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往復とも釜山空港での発着を予定しており、全
行程として７月２９日～８月９日（全１２日間）
を予定しています。
参加費用は、１人１５万円程度を見込んでいま

すが、航空サーチャージ、韓国国内移動手段によっ
て変動します。
正式な募集開始となりましたら、改めて各教会

へご案内いたしますので、皆様のご理解とご協力
をよろしくお願いいたします。

１人でも多くの青年たちに呼びかけてください
ますよう、何卒よろしくお願いいたします。

（青少年委員会担当・千葉 充）

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
東
京
教
会

管
区
会
議
」
と
は
、
札
幌
・
仙
台
・

新
潟
・
さ
い
た
ま
・
東
京
・
横
浜
教

区
の
６
つ
の
教
区
か
ら
な
り
、
そ
の

管
区
を
収
め
る
大
司
教
の
下
（
東
京

教
会
管
区
は
菊
地
功
大
司
教
、
そ
の

他
大
阪
高
松
教
会
管
区
、
長
崎
教
会

管
区
が
あ
る
）
、
各
司
教
・
事
務
局

長
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
副
事
務

局
長
や
司
祭
団
代
表
が
出
席
し
て
行

わ
れ
る
会
議
で
す
。
１
つ
の
教
区
で

対
応
す
る
の
が
難
し
い
課
題
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
教
区
で
抱
え
る
悩
み
、
共

同
で
行
う
と
良
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
な
ど
を
、
分
か
ち
合
い
聞
き
合
い

ま
す
。

７
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
行

わ
れ
た
今
年
の
会
議
で
は
、
札
幌
教

区
か
ら
勝
谷
太
治
司
教
、
松
村
繁
彦

事
務
局
長
、
千
葉
充
副
事
務
局
長
が

参
加
し
「
お
墓
問
題
」
「
シ
ノ
ド
ス
」

「
財
政
問
題
」
「
組
織
改
編
に
伴
う

対
応
」
「
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
ー
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
教
区
対
応
や
進
捗
状

況
に
加
え
、
外
国
籍
信
徒
へ
の
司
牧
、

高
齢
化
に
よ
り
弱
体
化
し
た
小
教
区

へ
の
対
応
な
ど
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
司
教
や
事
務

局
長
の
立
場
か
ら
、
知
恵
と
知
識
が

共
有
さ
れ
、
悩
み
や
日
本
全
体
の
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
課
題
な
ど
も
分
か

ち
合
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
こ

と
に
加
え
、
先
に
通
達
さ
れ
た
「
ピ

オ
十
世
会
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
も

菊
地
大
司
教
よ
り
説
明
を
受
け
、
認

識
を
深
め
ま
し
た
。

教
区
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
る
こ
の

会
議
は
、
今
年
は
横
浜
教
区
が
担
当

し
、
箱
根
湯
本
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
温
泉
や
食
事
会
で

安
ら
ぎ
の
楽
し
い
時
間
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
そ
の
時
間
も
、
常
に
参

加
者
同
士
が
教
区
司
牧
や
運
営
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
お
り
、

重
責
を
担
っ
て
い
る
司
牧
者
の
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
教
区
事
務
局
長
・
松
村
繁
彦
）

２
０
２
６
年
度

東
京
教
会
管
区
会
議

９
月
７
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
全

国
典
礼
担
当
者
会
議
が
行
わ
れ
た
。

開
催
地
は
「
御
聖
体
の
宣
教
ク
ラ
ラ

修
道
会
軽
井
沢
修
道
院
」
で
あ
っ
た
。

例
年
と
異
な
り
、
関
東
地
方
は
す

で
に
涼
し
さ
の
漂
う
気
候
で
あ
っ
た

が
、
会
場
の
あ
る
軽
井
沢
は
、
標
高

１
０
０
０
ｍ
程
度
の
台
地
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
最
高
気
温
が
平
年
よ

り
２
℃
以
上
低
い
21
℃
程
度
と
さ
ら

に
涼
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
説
明
す

る
委
員
の
方
々
と
各
教
区
か
ら
合
せ

て
34
名
の
参
加
者
で
あ
っ
た
。

中
心
と
な
る
テ
ー
マ
と
し
て
「
聖

週
間
の
典
礼
に
お
け
る
典
礼
奉
仕
」

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
昨
年

の
会
議
で
参
加
者
か
ら
の
指
摘
や
質

問
を
受
け
て
、
『
ミ
サ
典
礼
書
』
の

中
の
「
聖
週
間
の
典
礼
」
の
改
訂
作

業
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
年
は
特
に
聖
週
間
の
典
礼
の
中
の

典
礼
奉
仕
に
絞
っ
て
の
解
説
で
あ
っ

た
。
主
に
司
祭
、
助
祭
、
信
徒
の
奉

仕
者
の
動
き
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
。

「
聖
週
間
の
典
礼
」
は
通
常
の
典

礼
と
異
な
る
動
作
が
加
わ
る
上
に
、

年
に
１
回
し
か
行
わ
な
い
た
め
、
よ

く
理
解
し
て
執
り
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
特
に
木
曜
日
の
典
礼
で
は

終
わ
り
の
宣
言
は
な
く
、
金
曜
日
の

典
礼
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
ま
た
金

曜
日
の
典
礼
も
通
常
の
派
遣
の
祝
福

が
な
く
、
土
曜
日
に
は
ミ
サ
を
さ
さ

げ
ず
、
復
活
徹
夜
祭
の
始
ま
り
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
聖
な

る
過
越
の
三
日
間
」
は
連
続
し
た
典

礼
で
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

ま
た
初
日
に
は
『
カ
ト
リ
ッ
ク
聖

歌
集
』
（
光
明
社
刊
）
の
再
編
集
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
各
教
区

か
ら
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
を
受

け
て
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
典
礼
委
員

会
で
と
り
ま
と
め
、
編
集
方
針
を
定

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

最
終
日
に
は
信
徒
に
よ
る
典
礼
奉

仕
の
手
引
き
の
途
中
経
過
が
報
告
さ

れ
た
。
「
解
説
者
」
「
音
楽
奉
仕
者
」

「
通
夜
・
葬
儀
の
奉
仕
者
」
に
つ
い

て
の
手
引
き
の
説
明
で
あ
っ
た
。
現

在
は
主
任
司
祭
の
指
導
の
も
と
、
そ

れ
ぞ
れ
信
徒
が
執
り
行
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
こ
の
手
引
き
を
よ
く
理
解

し
、
よ
り
良
い
行
動
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
を
待
ち
望
む
。

次
回
、
２
０
２
７
年
度
全
国
典
礼

担
当
者
会
議
は
９
月
７
日
（
火
）
か

ら
９
日
（
木
）
ま
で
、
「
典
礼
音
楽
」

に
つ
い
て
、
広
島
市
に
あ
る
エ
リ
ザ

ベ
ト
音
楽
大
学
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

（
教
区
典
礼
委
員
会
・
佐
藤
謙
一
）

２
０
２
６
年
度

全
国
典
礼
担
当
者
会
議

【２０２７年ＷＹＤソウル大会公式日程】
●教区大会（馬山教区）
２０２７年７月２９日（木）～８月２日（月）
●本大会（ソウル教区）
２０２７年８月３日（火）～８月８日（日）
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５
月
中
旬
、
突
然
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

人
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
神
父
か
ら
連

絡
が
入
っ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
語

の
黙
想
会
と
ミ
サ
を
お
願
い
し

て
い
る
神
父
な
の
で
、
夏
の
黙

想
会
の
連
絡
だ
と
思
っ
た
が
、

そ
れ
は
思
い
も
し
て
い
な
か
っ

た
札
幌
に
住
む
ミ
ャ
ン
マ
ー
青

年
の
葬
儀
の
相
談
だ
っ
た
。

亡
く
な
っ
た
青
年
は
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー

に
連
絡
が
入
り
、
そ
こ
か
ら
ヴ
ィ

ン
セ
ン
ト
神
父
へ
伝
わ
っ
た
。

突
然
の
死
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

す
ぐ
に
葬
儀
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
、
時
間
を
調

整
し
て
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
神
父

が
札
幌
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

し
か
し
、
会
社
が
既
に
葬
儀
会

場
を
予
約
し
て
い
た
た
め
、
教
会

で
は
葬
儀
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
せ
め
て
彼
の
母
語
に
よ

る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
で
彼
を
送

り
出
し
た
い
と
い
う
み
ん
な
の
意

向
を
叶
え
る
た
め
に
、
予
約
し
た

葬
儀
会
社
を
千
葉
神
父
が
知
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
、
千
葉
神
父
か

ら
葬
儀
会
社
に
連
絡
を
し
て
い
た

だ
き
、
一
般
斎
場
で
カ
ト
リ
ッ
ク

式
の
葬
儀
ミ
サ
が
行
え
る
よ
う
に

し
て
い
た
だ
い
た
。

母
国
の
家
族
の
た
め
に
、
ス
マ

ホ
で
葬
儀
の
様
子
を
配
信
し
な
が

ら
、
喪
主
は
彼
と
の
結
婚
を
考
え

て
い
た
女
性
が
最
後
の
挨
拶
を
日

本
語
も
交
え
て
行
い
、
が
ん
ば
っ

て
く
れ
た
。
火
葬
場
へ
向
か
う
バ

ス
の
中
も
ず
っ
と
祈
り
の
言
葉
が

続
い
た
。

そ
し
て
、
夏…

改
め
て
彼
ら
が

黙
想
会
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
ミ
サ
の

た
め
カ
ト
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
っ
た
。
前
日
に
は
ヴ
ィ
ン
セ
ン

ト
神
父
と
一
緒
に
積
丹
半
島
へ

出
か
け
、
自
然
を
満
喫
し
、
美

味
し
い
も
の
を
食
べ
て
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
時
間
を
過
ご
し
た
。

今
回
の
黙
想
会
の
中
で
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
北
一
条
教

会
の
神
父
方
に
も
お
礼
が
し
た

い
と
事
前
に
連
絡
を
受
け
た
た

め
、
千
葉
神
父
、
多
文
化
共
生

委
員
会
の
Sr.
田
口
に
参
加
い
た

だ
い
た
。

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
神
父
、
千
葉

神
父
、
Sr.
田
口
、
私
が
彼
ら
の

前
に
座
る
と
「
親
の
日
」
の
お

祝
い
と
し
て
、
素
敵
な
歌
声
と

お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ

た
。
彼
ら
の
歌
声
に
、
春
の
出

来
事
を
思
い
出
し
、
思
わ
ず
涙

が
あ
ふ
れ
た
。
歌
声
で
泣
い
た
の

は
い
つ
以
来
だ
ろ
う
？
改
め
て
共

同
体
と
し
て
、
繋
が
る
こ
と
の
大

切
さ
を
感
じ
て
い
る
。
か
わ
い
い

子
ど
も
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
！

（
札
幌
教
区
難
民
移
住
移
動
者
担

当
・
西

千
津
）

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
共
同
体

12
月
３
日
は

「
札
幌
司
教
区
一
粒
会
の
日
」

「
一
粒
会
」
の
会
員
は
、
私
た
ち

札
幌
教
区
信
徒
、
求
道
者
、
こ
の
地

で
働
く
す
べ
て
の
司
祭
、
修
道
者
で

す
。
こ
の
日
、
私
た
ち
は
一
粒
会
会

員
と
し
て
心
を
合
わ
せ
て
、
日
本
宣

教
の
保
護
者
で
あ
る
聖
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
取
り
次
ぎ
も
願
い
、

司
祭
、
修
道
者
の
召
命
を
祈
り
求
め

ま
し
ょ
う
！

（
札
幌
司
教
区
一
粒
会
委
員
長
・

荒
木
関

充
）
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■
釧
路
地
区

『
私
た
ち
の
釧
路
地
区
・
小
教
区
の

未
来
に
む
け
て
』
を
テ
ー
マ
に
開
催

釧
路
地
区
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
が

集
う
「
釧
路
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
」

が
８
月
30
日
、
釧
路
教
会
で
開
か
れ

ま
し
た
（
帯
広
・
池
田
・
中
標
津
・

釧
路
）
。
当
日
は
85
名
が
参
集
し
、

川
上
神
父
、
加
藤
神
父
、
プ
ポ
神
父

の
３
名
に
よ
る
合
同
ミ
サ
が
厳
か
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
ま
ず
、
全
体
会
と
し

て
西
野
氏
（
旧
柏
林
台
）
、
徳
岡
氏

（
帯
広
）
が
統
合
に
至
る
経
緯
（
物

語
）
や
、
そ
れ
に
至
る
主
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
て
分
か
ち
合
い
が
行
わ
れ
、
参
加

者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

長
期
間
に
わ
た
る
協
議
や
歩
み
に

対
し
て
、
「
理
解
や
感
動
を
覚
え
た
」

「
聖
霊
の
導
き
を
感
じ
た
」
と
い
う

声
が
多
く
あ
が
り
、
統
合
に
伴
う
困

難
さ
を
踏
ま
え
つ
つ
も
前
向
き
に
受

け
止
め
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
教
会
が
抱
え
る
課
題
と

し
て
、
若
い
世
代
や
子
ど
も
の
減
少
、

高
齢
化
に
伴
う
参
加
の
難
し
さ
、
教

会
へ
来
ら
れ
な
い
方
へ
の
支
援
不
足
、

信
者
同
士
の
交
流
不
足
な
ど
が
共
通

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
信

徒
参
加
型
の
教
会
づ
く
り
を
は
じ
め
、

ミ
サ
後
の
交
流
機
会
の
充
実
、
名
札

掲
示
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
促
進
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
等
を
活

用
し
た
つ
な
が
り
の
維
持
、
そ
し
て
、

祈
り
を
通
じ
た
一
致
の
重
要
性
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

●
参
加
者
Ａ
さ
ん
（
第
１
グ
ル
ー
プ
）

「
長
い
時
間
と
信
徒
の
思
い
が
重
な
っ

て
統
合
が
成
立
し
た
こ
と
を
知
り
、

聖
霊
の
導
き
を
感
じ
て
い
ま
す
。
若

い
人
や
子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
を
心
配
し
て
お
り
、
名
札
掲

示
な
ど
で
信
者
同
士
の
会
話
を
深
め

ら
れ
る
工
夫
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
」

●
参
加
者
Ｃ
さ
ん
（
第
３
グ
ル
ー
プ
）

「
統
合
に
向
け
て
気
持
ち
が
一
つ
に

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

長
い
時
間
を
か
け
た
統
合
に
信
徒
の

思
い
の
熱
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

若
い
人
や
子
ど
も
の
不
在
に
危
機
感

が
あ
り
、
教
会
と
の
つ
な
が
り
を
保

つ
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情
報
発

信
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。
」

今
回
の
釧
路
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
大

会
で
、
今
後
の
教
会
運
営
や
共
同
体

形
成
に
お
け
る
貴
重
な
分
か
ち
合
い

が
で
き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

（
釧
路
地
区
事
務
局
・
市
村
均
）

■
北
見
地
区

８
月
30
日
（
日
）
第
58
回
北
見
地

区
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
が
北
見
教
会
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
北
見
地
区
は
、
内
藤

神
父
の
一
人
体
制
と
な
り
、
各
教
会

で
は
集
会
祭
儀
が
増
え
、
参
加
者
の

減
少
も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
北
見

教
会
、
紋
別
教
会
、
遠
軽
教
会
、
網

走
教
会
、
美
幌
教
会
よ
り
昨
年
同
様

57
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本

人
の
信
者
さ
ん
以
外
で
も
、
ベ
ト
ナ

ム
籍
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
籍
、
韓
国
籍
、

イ
ギ
リ
ス
籍
な
ど
多
く
の
国
の
方
が

参
加
し
ま
し
た
。

10
時
よ
り
、
内
藤
神
父
の
司
式
に

よ
り
合
同
ミ
サ
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
朗
読
は
、
北
見
教
会
の
吐
師
良

一
氏
、
第
二
朗
読
は
、
網
走
教
会
の

ブ
イ
・
タ
イ
ン
・
フ
ェ
ン
氏
（
ベ
ト

ナ
ム
籍
）
、
共
同
祈
願
は
、
各
教
会

の
代
表
の
方
が
行
い
ま
し
た
。
多
く

の
ベ
ト
ナ
ム
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
い
つ
く
し
み
の
賛
歌
、

主
の
祈
り
、
平
和
の
賛
歌
、
あ
め
の

き
さ
き
１
番
が
ベ
ト
ナ
ム
語
で
歌
わ

れ
ま
し
た
。

ミ
サ
後
は
、
内
藤
神
父
を
講
師
と

し
て
、
『
な
ぜ
、
今
、
ア
シ
ジ
の
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
な
の
か
～
ア
シ
ジ
の
聖

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
没
後
８
０
０
年
の
特

別
聖
年
に
あ
た
っ
て
～
』
の
演
題
で

講
話
を
し
て
い
だ
き
ま
し
た
。
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
に
所
属
し
、
実
際
に
２

０
１
０
年
に
当
地
を
訪
れ
た
内
藤
神

父
よ
り
、
当
時
の
写
真
を
用
い
て
わ

か
り
や
す
く
、
ま
と
ま
っ
た
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
か
ら
次

と
戦
争
が
続
き
、
地
球
環
境
の
破
壊

が
進
む
現
代
に
あ
っ
て
、
ア
シ
ジ
の

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
生
き
方
は
、
今
後

の
私
た
ち
の
進
む
方
向
性
に
大
い
に

示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

昼
食
休
憩
を
は
さ
み
、
午
後
か
ら

は
、
各
教
会
か
ら
の
代
表
者
に
よ
る

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
各
教
会
に
あ
っ
て
、
外
国
籍

の
方
の
参
加
の
仕
方
や
日
頃
の
接
し

方
を
工
夫
し
て
い
る
こ
と
、
教
会
か

ら
足
が
遠
の
い
て
い
る
方
に
継
続
的

に
お
便
り
を
出
し
て
い
る
な
ど
具
体

的
方
法
が
報
告
さ
れ
、
大
い
に
参
考

に
な
る
も
の
で
し
た
。

北
見
地
区
で
は
、
司
祭
一
人
体
制

と
な
り
、
ミ
サ
の
回
数
が
減
る
な
ど

の
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
り
ま
す
が
、
各

教
会
の
信
徒
同
志
、
教
会
同
志
が
交

流
や
絆
を
深
め
、
こ
れ
か
ら
も
前
に

進
ん
で
行
き
た
い
と
思
う
カ
ト
リ
ッ

ク
大
会
で
し
た
。

（
北
見
教
会
・
笹
原
和
広
）

各
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
大
会
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■
函
館
地
区

８
月
30
日
、
宮
前
町
教
会
に
お
い

て
函
館
地
区
使
徒
職
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
10
時
か
ら
の
ア
ン
セ
ル

モ
神
父
の
講
話
『
地
区
の
将
来
』
に

は
、
地
区
内
の
６
教
会
か
ら
１
３
０

名
、
11
時
15
分
か
ら
の
合
同
ミ
サ
に

は
、
子
ど
も
連
れ
も
加
わ
り
１
９
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
以
下
、

講
話
の
要
旨
で
す
。

八
雲
教
会
が
、
８
月
30
日
を
も
っ

て
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
廃
止
し
、
湯
川

教
会
が
連
絡
窓
口
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
４
月
の
人

事
で
、
地
区
の
司
牧
体
制
に
重
要
な

変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
セ
ル
モ
李
動
珍
（
イ
・
ド
ン

ジ
ン
）
神
父
が
函
館
地
区
長
と
な
り
、

元
町
・
宮
前
町
・
湯
川
・
江
差
・
八

雲
の
５
教
会
の
主
任
司
祭
を
務
め
て

い
ま
す
。
当
別
教
会
に
つ
い
て
は
、

ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
の
後
藤
正
史
神

父
が
主
任
司
祭
と
な
り
ま
し
た
。
従

来
、
元
町
・
宮
前
町
・
江
差
を
担
当

し
て
い
た
祐
川
郁
生
神
父
は
函
館
地

区
協
力
と
な
り
、
引
き
続
き
、
桶
田

達
也
終
身
助
祭
は
函
館
地
区
協
力
助

祭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
当
別
を
別
に
す
れ
ば
、

５
つ
の
小
教
区
を
一
人
の
主
任
司
祭

の
も
と
に
ま
と
め
る
体
制
に
移
行
し

た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、

こ
れ
は
、
ア
ン
セ
ル
モ
神
父
一
人
だ

け
で
５
教
会
を
運
営
す
る
と
い
う
意

味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
徒
が
減
っ

て
、
函
館
地
区
が
弱
体
化
し
て
い
る

か
ら
、
近
い
将
来
に
教
会
統
廃
合
が

あ
る
、
と
単
純
に
評
価
す
る
の
は
早

計
で
す
。

近
年
、
札
幌
教
区
は
、
司
祭
が
い

な
け
れ
ば
教
会
活
動
が
止
ま
る
の
で

は
な
く
、
信
徒
自
身
が
、
司
祭
な
し

で
も
可
能
な
教
会
活
動
を
工
夫
す
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
年

か
ら
、
札
幌
教
区
は
、
シ
ノ
ド
ス
の

「
実
施
ス
テ
ー
ジ
」
に
入
っ
て
い
ま

す
。
勝
谷
司
教
は
、
２
０
２
６
年
６

月
か
ら
の
１
年
間
を
実
行
の
年
、
翌

年
か
ら
を
評
価
の
期
間
と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
函
館
地
区

の
再
編
・
協
働
も
、
単
な
る
人
員
不

足
対
策
で
は
な
く
、
こ
の
教
区
全
体

の
共
同
責
任
・
協
働
と
い
う
方
向
の

中
で
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
函
館
地
区
は
、
信
者
・
教

会
そ
の
も
の
が
な
く
な
る
状
況
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
司
祭
数
が
限
ら
れ
る

中
で
、
６
つ
の
共
同
体
を
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
で
支
え
る
の

か
を
考
え
る
段
階
に
あ
る
、
と
み
る

の
が
最
も
実
態
に
近
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

従
来
の
「
一
つ
の
小
教
区
に
一
人

の
主
任
司
祭
」
と
い
う
発
想
か
ら
、

複
数
小
教
区
を
一
つ
の
司
牧
圏
と
考

え
、
司
祭
・
助
祭
・
信
徒
が
共
同
し

て
維
持
す
る
体
制
づ
く
り
へ
の
具
体

的
な
一
歩
（
教
会
事
務
の
一
本
化
な

ど
）
を
共
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

（
桶
田
達
也
助
祭
）

「
お
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
身
に
成

り
ま
す
よ
う
に
。
」(

ル
カ
福
音
書

１
章
38
節)

こ
の
聖
書
の
言
葉
は
、
私
が
助

祭
に
な
っ
た
時
に
決
め
た
聖
句
で

す
。
神
学
生
の
時
の
出
来
事
が
、

こ
の
聖
句
に
決
め
た
理
由
の
一
つ

で
す
。

私
が
軍
隊
か
ら
復
学
し
、
神
学

校
に
適
応
し
て
い
る
頃
、
教
区
か

ら
一
つ
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
姉
妹
教
区
で
あ
る
グ
ラ
ー

ツ
教
区
へ
の
留
学
で
し
た
。
当
時

は
海
外
へ
行
く
の
が
嫌
だ
っ
た
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
を
あ
げ
て

断
り
ま
し
た
。
同
期
の
中
に
留
学

し
た
い
人
も
い
た
の
で
、
私
が
断

れ
ば
そ
の
同
期
が
行
く
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
学
年

後
輩
の
神
学
生
が
対
象
と
な
り
、

思
っ
た
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
の
代
わ
り
に
留
学
す
る

こ
と
に
な
っ
た
神
学
生
に
、
と
て

も
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。

そ
の
時
以
来
、
教
会
の
中
で
提

案
が
あ
っ
た
り
、
何
か
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
に
は
、
神
様
が
導

い
て
く
だ
さ
る
こ
と
だ
と
考
え
、

受
け
入
れ
る
と
決
意
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
（
後
に
な
っ
て
知

り
ま
し
た
が
、
留
学
の
提
案
は
司

教
様
か
ら
直
接
な
さ
れ
た
も
の
で

は
な
く
、
神
学
生
担
当
の
神
父
様

の
ご
意
見
に
す
ぎ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
）

司
祭
に
な
っ
て
か
ら
、
自
分
に

で
き
る
と
思
う
こ
と
は
断
ら
ず
、

受
け
入
れ
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
の
一
つ
が
、
今
、

日
本
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
司
教
様
が
日
本
へ
司
祭
を
派

遣
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
り
、
私
に

そ
の
準
備
を
す
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
時
、
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
は
受
け
入
れ
、
準
備
を

始
め
ま
し
た
。
日
本
に
来
る
た
め

の
準
備
を
し
な
が
ら
、
心
配
も
多

か
っ
た
で
す
。
自
分
の
日
本
語
の

実
力
が
ど
の
程
度
な
の
か
も
分
か

ら
ず
、
文
化
が
全
く
異
な
る
外
国

で
暮
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
事
実
に
、
何
を
準
備
す
べ
き

か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
に
来
て
も
う
５
年
に
な
り
、

よ
う
や
く
少
し
分
か
っ
て
き
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
イ
エ
ス
様
が
弟

子
た
ち
を
派
遣
す
る
時
、
何
も
持

た
ず
に
行
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
た

言
葉
が
、
私
に
も
当
て
は
ま
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
イ
エ
ス
様
が
何

も
持
っ
て
行
っ
て
は
い
け
な
い
と

言
わ
れ
た
こ
と
の
中
に
は
、
私
が

し
て
い
た
心
配
も
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。
神
様
が
導
い
て
く
だ
さ
る

道
に
お
い
て
、
私
が
心
配
す
る
こ

と
は
何
も
な
か
っ
た
の
だ
と
、
今

は
分
か
り
ま
し
た
。
神
様
が
す
べ

て
を
準
備
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。
出
会
う
こ
と
に
な
る

数
多
く
の
人
々
、
少
し
知
ら
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
を

知
っ
て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
、
本
当
に
す
べ
て
が
ま
る
で

待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
私
に
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
人
は
一
寸
先

も
分
か
ら
な
い
た
め
、
恐
れ
を
感

じ
、
何
か
を
準
備
し
よ
う
と
努
力

し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
努
力
す
る

こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
時
に
は
神
の
導
き
に
自
分
を

完
全
に
委
ね
る
こ
と
も
必
要
で
あ

る
と
、
今
で
は
分
か
り
ま
し
た
。

人
間
と
し
て
私
が
思
っ
て
い
る
以

上
に
、
神
様
が
備
え
て
く
だ
さ
る

も
の
は
、
よ
り
完
璧
に
必
要
な
も

の
で
あ
る
と
感
じ
な
が
ら
生
き
て

い
ま
す
。
日
本
で
の
５
年
間
、
神

様
の
限
り
な
い
愛
と
準
備
に
感
謝

す
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

神
様
の
こ
の
愛
に
対
し
て
、
私
が

で
き
る
の
は
、
さ
ら
に
教
会
と
信

者
に
奉
仕
す
る
こ
と
だ
け
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
不
足
し
て
い
て
、

時
に
は
疲
れ
る
私
で
す
が
、
す
べ

て
の
信
者
と
共
に
神
の
愛
の
う
ち

に
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

神様に従う人生を
歩みたいです。

函館５教会主任
函館地区長
李 動珍神父
（馬山教区所属）

神父さんの
つれづれ記
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７
月
20
日
に
私
た
ち
は
今
ま
で
聞

い
た
こ
と
も
、
見
た
こ
と
も
な
い

「
お
祝
い
」
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
４
人
の
司
祭
叙
階
50
周
年

記
念
ミ
サ
で
す
。

ヨ
ア
キ
ム
川
上
剛
師
、
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
関
口
七
郎
師
、
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ノ

山
本
孝
師
、
ア
ポ
ロ
ニ
オ
佐
藤
宝
倉

師
、
４
人
は
と
て
つ
も
な
い
時
間
の

大
き
さ
、
広
さ
、
深
さ
を
も
っ
て
い

ま
し
た
。
４
人
の
若
者
は
聖
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
、
修
道
会
に
あ
こ
が
れ
て
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
神
学
校
に
入
学

し
、
10
年
、
同
級
生
と
し
て
共
に
し

な
が
ら
、
司
祭
へ
の
道
を
歩
ん
で
き

ま
し
た
。

川
上
師
、
山
本
師
、
佐
藤
師
は
札

幌
で
７
月
18
日
、
関
口
師
は
前
橋
で

10
月
23
日
に
叙
階
式
で
し
た
。
司
祭

叙
階
後
、
若
い
司
祭
は
旭
川
地
区
の

教
会
で
司
牧
に
あ
た
り
ま
し
た
。
あ

る
時
は
隣
同
士
の
主
任
司
祭
で
あ
っ

た
り
、
同
級
生
が
主
任
の
前
任
者
で

あ
っ
た
り
、
同
じ
街
出
身
で
同
じ
司

祭
か
ら
洗
礼
を
受
け
同
じ
思
い
を
も
っ

て
修
道
院
へ
の
旅
立
ち
で
あ
っ
た
り
、

４
人
の
修
道
者
へ
の
道
の
り
、
司
祭

叙
階
後
（
４
人×

50
年＝

２
０
０
年
）

の
足
ど
り
を
聞
き
た
い
！
知
り
た
い
！

で
す
よ
ね
。

そ
し
て
、
今
年
の
７
月
20
日
、
４

人
の
司
祭
は
自
分
た
ち
が
育
て
ら
れ

た
旭
川
地
区
の
五
条
教
会
で
「
お
祝

い
」
「
感
謝
ミ
サ
」
が
司
教
と
大
勢

の
信
徒
と
共
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
50
年
間
共
に
過
ご
し
た
教
会

の
、
共
同
体
の
仲
間
、
そ
の
子
供
、

孫
た
ち
の
世
代
も
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
そ
う
願
っ
た
こ
と
が
そ
う
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
神
に
感
謝
で
す
。

（
旭
川
修
道
院
・
長
尾
俊
宏
神
父
）

９
月
５
日
に
室
蘭
教
会
に
お
い
て
、

勝
谷
司
教
司
式
に
よ
る
、
今
田
玄
五

神
父
の
金
祝
の
た
め
の
感
謝
ミ
サ
お

よ
び
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遠

方
の
歴
任
さ
れ
た
教
会
か
ら
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
た
信
徒
も
多
く
、
室
蘭

教
会
の
方
々
を
始
め
、
伊
達
教
会
や

東
室
蘭
教
会
の
共
に
喜
び
の
中
で
各
々

が
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

１
９
７
６
年
に
27
歳
の
若
さ
で
司

祭
叙
階
と
な
っ
た
今
田
神
父
は
、
こ

の
50
年
間
多
く
の
教
会
を
歴
任
し
、

ま
た
現
在
は
、
司
教
代
理
や
地
区
長

を
務
め
重
責
も
担
っ
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
毎
年
ト
ラ
ピ
ス
ト
で
の
黙
想
会

を
大
切
に
し
、
２
０
０
４
年
に
は
祈

り
の
時
間
と
し
て
１
年
間
の
サ
バ
テ
ィ

カ
ル
（
休
暇
）
を
取
り
、
ト
ラ
ピ
ス

ト
修
道
院
で
司
祭
職
の
充
電
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
地
区
を
回

ら
れ
た
今
田
神
父
は
、
「
働
い
て
い

な
い
地
域
は
あ
と
釧
路
地
区
だ
け
」

と
お
っ
し
ゃ
り
な
が
ら
も
、
年
齢
を

考
え
る
と…
と
複
雑
な
思
い
も
口
に

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
今
年
で
78
歳
。
ま
だ
ま
だ

司
祭
職
と
し
て
働
く
こ
と
を
望
ん
で

お
ら
れ
、
健
康
に
留
意
さ
れ
な
が
ら

歩
ま
れ
る
こ
と
を
教
区
民
と
し
て
祈

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
に
頼
ら
ず
、
固
定
電
話
と
手

紙
で
頑
固
に
突
き
進
む
姿
は
、
時
に

は
“
生
の
声
”
を
大
切
し
よ
う
と
す

る
証
し
人
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
今
田
玄
五
神
父
か
ら
多
く
の

事
を
共
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
感
じ

ま
す
。

（
教
区
事
務
局
・
松
村
繁
彦
）

例
年
、
大
千
軒
岳
山
中
の
金
山(

か

な
や
ま)

番
所
跡
で
捧
げ
て
き
た
千
軒

岳
殉
教
記
念
ミ
サ
で
す
が
、
昨
年
は

熊
被
害
の
影
響
の
た
め
か
登
山
道
が

閉
鎖
さ
れ
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
何
と
か
開
通
を
と

願
っ
て
い
ま
し
た
が
、
想
い
も
空
し

く
、
今
年
も
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
と
な

り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
考
え
た
末
、
ト
ラ
ピ
ス

ト
大
修
道
院
の
ル
ル
ド
で
ミ
サ
を
捧

げ
て
は
？
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
当
別
教
会
主
任
司
祭
の

バ
ジ
リ
オ
後
藤
神
父
に
打
診
し
た
と

こ
ろ
、
快
く
了
承
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

７
月
の
最
終
日
曜
で
あ
る
26
日
、

霧
雨
の
中
、
市
内
３
教
会
、
当
別
教

会
、
他
の
地
域
か
ら
い
ら
し
た
方
、

未
信
者
の
方
々
を
含
め
、
約
30
名
の

方
が
第
64
回
千
軒
岳
殉
教
記
念
ミ
サ

に
参
列
し
ま
し
た
。
初
め
て
ト
ラ
ピ

ス
ト
大
修
道
院
の
ル
ル
ド
で
捧
げ
た

ミ
サ
は
今
ま
で
に
な
い
思
い
出
深
い

ミ
サ
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
大
千
軒
岳
の
登
山
道
が

開
通
す
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
最
期
ま
で
信
仰
を
捨
て

ず
に
殉
教
し
た
蝦
夷
キ
リ
シ
タ
ン
の

た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
ミ
サ
を
捧

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
千
軒
岳
殉
教
記
念
ミ
サ
実
行
委
員

会
代
表
・
上
野
博
司
）

ル
カ
今
田
玄
五
神
父

金
祝
の
ミ
サ

４
人
の
同
級
生
司
祭

周
年
記
念
ミ
サ
の
日

千
軒
岳
殉
教
記
念
ミ
サ

50
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旭
川
市
内
の
４
教
会
で
は
、
教
会

に
通
う
子
ど
も
が
減
少
す
る
中
で
も

神
様
や
イ
エ
ス
様
、
教
会
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
の
思
い
か

ら
教
会
学
校
を
合
同
で
運
営
す
る
こ

と
と
し
、
今
年
で
14
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

現
在
の
在
籍
者
数
は
22
名
で
未
洗

者
の
お
子
さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
卒
園
児
や
、

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
継
続
し
て
通
っ

て
い
る
子
が
大
半
で
す
。

教
会
学
校
で
は
、
開
設
当
初
か
ら

夏
の
思
い
出
作
り
と
し
て
「
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
」
を
行
っ
て
お
り
、
高
齢

化
し
な
が
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
活
力
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
も
と
、

今
年
も
大
町
教
会
を
ベ
ー
ス
に
１
泊

２
日
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
、
普
段
の
教
会
学
校
で
は
行

け
な
い
少
し
遠
く
に
あ
る
施
設
を
訪

れ
て
お
り
、
今
年
は
秩
父
別
町
に
あ

る
遊
戯
施
設
で
昼
食
を
は
さ
み
な
が

ら
元
気
い
っ
ぱ
い
に
体
を
動
か
し
て

き
ま
し
た
。

入
浴
は
、
信
者
さ
ん
が
経
営
す
る

銭
湯
で
す
。
ス
ー
パ
ー
銭
湯
に
は
行
っ

た
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
小
規
模
の
銭

湯
は
初
め
て
だ
っ
た
子
も
い
て
、
と

て
も
良
い
社
会
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
会
に
戻
っ
て
か
ら
は
歌

や
ゲ
ー
ム
、
教
会
探
検
な
ど
を
し
て

過
ご
し
、
感
謝
の
ミ
サ
で
日
程
を
終

え
ま
し
た
。

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
月
１
回
会

う
「
友
だ
ち
」
が
「
仲
間
」
に
変
わ
っ

て
い
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
出
会
っ
た
「
仲
間
」
が
、

こ
れ
か
ら
も
神
様
と
つ
な
が
っ
て
い

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
久
間
力
神
父
）

今
年
も
、
北
斗
市
に
あ
る
厳
律
シ

ト
ー
会
・
灯
台
の
聖
母
修
道
院
（
ト

ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
）
を
会
場
に
道
内

の
16
名
の
司
祭
・
助
祭
が
集
ま
り
、

札
幌
教
区
司
祭
「
年
の
黙
想
会
」
が

９
月
14
日
か
ら
19
日
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
、
参
加
者
は
修
道
院
の
ミ

サ
に
参
加
す
る
ほ
か
、
朝
３
時
40
分

の
「
朝
の
祈
り
」
に
始
ま
り
、
９
時

40
分
の
「
寝
る
前
の
祈
り
」
に
終
わ

る
聖
務
日
課
に
随
時
参
加
し
ま
す
。

午
前
中
に
は
、
修
道
会
の
後
藤
正

史
神
父
か
ら
４
回
に
わ
た
る
講
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昼
食
後
は
修
道
院
裏
手

の
ル
ル
ド
や
敷
地
内
を
散
策
し
た
り
、

誘
い
合
っ
て
近
隣
の
温
泉
に
出
か
け

た
り
と
、
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご

し
ま
す
。
中
に
は
、
名
物
の
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
に
舌
鼓
を
打
つ
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
回
の
講
話
で
す
が
、
昨
年
、
終

生
誓
願
さ
れ
観
想
修
道
会
の
修
道
士

と
し
て
正
式
に
認
め
ら
れ
、
祈
り
と

観
想
（
黙
想
）
、
労
働
を
中
心
と
し

た
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
る
後
藤
神

父
の
、
世
俗
と
は
数
歩
離
れ
た
立
ち

位
置
か
ら
話
さ
れ
た
表
題
で
し
た
。

教
皇
レ
オ
十
四
世
の
初
め
て
の
回

勅
「
人
間
の
偉
大
さ
」
の
中
心
テ
ー

マ
で
あ
る
「
Ａ
Ｉ
」
、
日
韓
辞
書
の

編
纂
に
携
わ
ら
れ
た
方
ら
し
く

「
（
聖
書
の
）
翻
訳
と
原
文…

裁
く

な
・
忍
耐
と
我
慢
」
、
９
月
１
日
か

ら
10
月
４
日
ま
で
の
「
す
べ
て
の
い

の
ち
を
守
る
た
め
の
月
間
（
被
造
物

の
季
節
）
」
に
因
ん
だ
「
新
し
い
創

造
に
向
か
う
福
音
宣
教
」
、
外
国
人

観
光
客
の
多
い
場
所
柄
か
、
海
外
で

注
目
さ
れ
て
い
る
日
本
の
「
Ｋ
Ｙ

（
空
気
を
読
む
）
文
化
」
、
７
月
に

千
軒
岳
蝦
夷
切
支
丹
殉
教
慰
霊
ミ
サ

の
司
式
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、

「
死
な
な
い
殉
教…

現
代
社
会
に
お

け
る
殉
教
的
生
き
方
」
と
、
実
に
多

岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

特
に
、
「
Ａ
Ｉ
」
に
つ
い
て
は
、

人
類
の
存
在
を
脅
か
す
危
険
性
が
各

方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
、
「
Ａ
Ｉ
の
時

代
に
お
け
る
人
格
の
擁
護
」
（
教
皇

初
勅
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
）
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

最
終
日
の
勝
谷
司
教
司
式
に
よ
る

御
ミ
サ
の
お
い
て
も
、
司
教
は
ご
自

分
が
Ａ
Ｉ
に
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
や
条

件
を
指
示
し
て
作
成
さ
せ
た
完
璧
に

整
え
ら
れ
た
説
教
を
（
そ
れ
と
は
告

げ
ず
に
）
披
露
さ
れ
た
後
、
「
私
た

ち
司
牧
者
に
と
っ
て
求
め
ら
れ
る
の

は
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
の
完
璧
さ
で
は

な
く
、
た
と
え
不
完
全
で
あ
っ
て
も
、

目
の
前
の
相
手
に
具
体
的
に
直
接
寄

り
添
う
姿
勢
で
す
。
」
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
て
各
々
の
持
ち
場
へ
戻
っ

て
い
か
れ
ま
し
た
。（

桶
田
達
也
助
祭
）

旭
川
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

札
幌
教
区
司
祭

「
年
の
黙
想
会
」
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2026
札幌・旭川地区
合同墓参の様子

旭川地区

旭川地区

札幌地区

札幌地区

大
町
教
会

梶
山

寧
音
（
中
１
）

私
は
初
め
て
「
中
学
高
校
生
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

普
段
は
旭
川
市
内
の
合
同
教
会
学

校
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
市
外
の

人
と
交
流
を
す
る
こ
と
は
少
な
い
の

で
、
札
幌
や
函
館
な
ど
か
ら
集
ま
っ

た
20
人
ほ
ど
の
み
な
さ
ん
と
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
「
自
分

た
ち
で
お
祈
り
を
考
え
る
」
こ
と
で

す
。
い
つ
も
は
「
主
の
祈
り
」
な
ど

を
通
し
て
神
様
に
お
祈
り
を
し
て
い

る
け
れ
ど
、
今
回
は
、
「
自
分
た
ち

が
思
っ
た
こ
と
を
お
祈
り
に
す
る
」

と
い
う
こ
と
を
し
ま
し
た
。
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
で
の
出
会
い
や
感
謝
を
お

祈
り
に
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
は
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ら
で
は
の
取
組
だ
っ

た
の
で
、
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。

ま
た
大
人
数
で
の
食
事
や
外
出
を

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
楽
し

か
っ
た
で
す
。
マ
リ
ア
院
で
の
誓
願

式
に
参
列
し
た
り
、
石
狩
望
来
海
水

浴
場
や
銭
湯
、
花
川
教
会
な
ど
、
行
っ

た
こ
と
の
な
い
場
所
に
も
行
け
て
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

新
し
い
友
達
や
先
輩
と
過
ご
し
た

３
日
間
は
、
と
て
も
貴
重
で
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。
神
様
や
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
の
準
備
を
し
て
く
れ
た
方

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
か
げ

で
楽
し
い
思
い
出
が
作
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
！

カ
ト
リ
ッ
ク

中
高
生
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

札幌地区

【旭川地区】

8月15日(土)15時

旭川神居共同墓地

【札幌地区】

9月20日(日)14時

白石共同墓地

札幌地区

札幌地区
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日頃から各小教区におかれまして、広報に尽力
いただいていることと思います。
広報の働きは、多くの方々に小教区の現状をお

伝えし、信仰を伝達し、孤独ではなく連帯して共
に歩んでいることを確認する道具として存在して

います。また新たにキリストと結ばれたいという
人と教会を繋げる役割や社会にキリストの愛を伝
える（福音宣教）ためにもしばしば役に立ちます。
その媒体は現代では紙面・ＳＮＳ・ホームページ
などで活用されていることと思いますが、同時に
昨今ウェブを通して便利な時代になってきている
とともに、広く世界にまで閲覧できる状態になっ

てきており、個人の特定や著作物の乱用などによ
る問題も出てきています。
今回はそれぞれの媒体を作成するにあたり、気

を付ける点、リスクを減らす点等を通して、より
良い広報活動ができるようにポイントを紹介した
いと思います。

１）世界広報の日教皇メッセージを読みましょう。
小さな教会新聞であっても、カトリック教会の

名によって発行・伝達しています。より相応しく
なるためには、教皇メッセージを受け止め・全世
界のカトリック教会と連帯しているという意識を
持つことは大切なことです。２０２６年世界広報
の日（１月２４日発表）教皇メッセージ「人間の

声と顔を守る」と題して、ＡＩ（人工知能）に触
れて呼びかけられています。私達は教皇・司教・
司祭と繋がっていることを大切にしましょう。

２）紙面やSNS、ホームページを常に見直す
時代や教会の雰囲気によりその用途や対象が変

わります。その役目が官報なのか対話紙なのか、

誰に向けているのかなどを振りかえり調整する必
要があります。例えば、紙面は教会に来られる方
や教会に来られないがつながりを保ちたい方のた
め、ホームページは初めて教会に来る人のためな
ど、対象を明確にすることで使い分け、それぞれ
の特徴を出すことでより良い広報が実現できます。
また編集にあたって、行き当たりばったりではな

く、事前に計画することで、全体構成とボリュー
ム、内容が偏らないようなバランスなども見えて
きます。

３）写真や挿絵・イラスト
①文章を先に作成して、後から写真などを挿入

するケースが多いと思いますが、文章を助けるた

めに写真が使われるように、写真の撮り方も撮影
者は考える必要があります。写真と文章は一体に
なることで、よりメッセージ性が強くなります。
時には写真を先に載せてから、文章を当てはめる
こともあります。紙面に思いを載せることで、読

者は一体感を感じるのではないでしょうか。また
写真の撮り方の工夫、修正加工なども紙面に大き
な助けとなります。
②写真、挿絵、イラストにはそれぞれ肖像権、
著作権（他、商標権、プライバシー権、名誉権等）
などが存在します。自分で作成したものを自分の
名の下で使用することはできますが、他者が写真

に入り込む・他者が作成した作品を使う場合など
は許可が必要になります。フリー素材などは問題
ありませんが、小さな挿絵であっても他者が作っ
たものであれば後に権利使用に関して訴えられる
と賠償を負うことにもつながります。また、特に
子どもを始め個人が特定される写真が世に出回る
ときには、本人の承諾なしでは掲載に危険性が伴

います。必ず本人確認を行うよう努力してくださ
い。広報担当者として一番気を使うところです。

４）文章の引用・参考
文章を書くにあたり、引用、参考などをするケー
スがよくあります。しかし時々まるで自分の言葉
のように記載することもあります。引用する文章

が長い場合などは必ず出典先を明記する必要があ
ります。ホームページも同様です。そうすること
で盗作扱いにはなりません。使う側も使われる側
も文章化されることは名誉なことですが、時には
意図しない使われ方をする（切り取り）場合もあ
ります。出典先を明らかにすることで、著者の責
任を明確にします。

これらを参考に、広報部門の教会奉仕者として
の良い広報を行っていただきますよう応援いたし
ます。何かご質問などあれば、教区広報委員会
（担当：松村神父・連絡先：教区事務局）までお
声がけください。

広報をより良くするために
教区広報委員会委員長 松村繁彦
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例
年
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と

合
同
の
「
８
・
15
札
幌
平
和
祈
祷
集

会
」
が
、
新
教
側
の
要
請
で
初
め

て
北
一
条
教
会
で
開
催
さ
れ
、
勝

谷
司
教
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
非
暴
力
に
よ
る

平
和
の
構
築
～
武
器
で
は
な
く
対

話
を
、
憎
し
み
で
は
な
く
赦
し
を

～
」
で
す
。

司
教
は
長
く
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義

と
平
和
協
議
会
の
担
当
司
教
を
務

め
ら
れ
、
バ
チ
カ
ン
で
数
多
く
の

協
議
に
参
加
し
、
非
暴
力
に
よ
る

平
和
構
築
を
国
内
外
で
発
信
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
紛
争
や
南
ス
ー
ダ

ン
で
の
非
暴
力
に
よ
る
平
和
構
築

の
実
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
崇
高
さ
に
心
打
た
れ
る
と
同
時

に
我
々
の
信
仰
が
問
わ
れ
て
い
る
、

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
戦
争
に
つ
い
て
は
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
ま
す
。
自
衛

戦
争
は
否
定
さ
れ
ず
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
来
、
多
く
の

国
々
や
我
が
国
で
も
軍
事
力
の
強

化
が
計
ら
れ
て
い
ま
す
。
司
教
が

「
カ
ト
リ
ッ
ク
は
正
戦
論
を
否
定

し
て
い
る
」
と
明
言
さ
れ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
に
は
正
戦
論
の
長

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
見
直
し
は

ヨ
ハ
ネ
23
世
か
ら
始
ま
り
、
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
と
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
教
皇
の
広
島
訪
問
に
よ
り
加
速

さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
両
教
皇
は

核
兵
器
を
絶
対
悪
と
し
、
核
廃
絶

と
戦
争
防
止
を
全
人
類
に
求
め
ま

し
た
。
正
戦
論
の
否
定
は
レ
オ
14

世
も
受
け
継
が
れ
、
定
着
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

新
た
な
戦
前
と
い
わ
れ
る
昨
今
、

司
教
は
信
徒
一
人
一
人
に
「
暴
力

や
武
器
に
よ
ら
な
い
、
真
の
平
和

構
築
」
の
実
践
を
求
め
て
い
ま
す
。

今
、
最
も
大
切
な
講
演
で
あ
り
、

多
く
の
地
区
で
の
講
演
を
望
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
小
野
幌
教
会
・
稲
川
良
道
）

９
月
１
日
札
幌
教
区
カ
ト
リ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
和
と
共
生

を
考
え
る
札
幌
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
集
会
は
、
１
９
２

３
年
９
月
１
日
関
東
大
震
災
時
に

起
き
た
虐
殺
事
件
を
忘
れ
ず
、
二

度
と
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
１
０
０
周
年
だ
っ

た
３
年
前
か
ら
始
め
ま
し
た
。

今
年
は
、
「
い
ま
私
た
ち
の
隣

人
は
？
～
外
国
人
労
働
者
の
現
状

と
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
道
内
に
い

る
外
国
人
労
働
者
へ
の
不
等
な
扱

い
や
差
別
問
題
に
つ
い
て
、
そ
れ

ら
の
人
々
の
救
済
や
企
業
と
の
交

渉
に
当
た
っ
て
こ
ら
れ
た
鈴
木
一

氏
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
札
幌
手

稲
教
会
・
札
幌
地
域
労
組
）
に
お

話
を
伺
う
計
画
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
集
会
直
前
に
な
り
、

京
極
町
の
農
家
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
の
労
働
者
が
暴
力
を
受
け
、

そ
の
救
済
活
動
を
鈴
木
一
氏
や
西

千
津
氏
（
カ
ト
リ
ッ
ク
札
幌
司
教

区
「
い
の
ち
・
平
和
・
人
権
委
員

会
」
難
民
移
住
移
動
者
担
当
）
が

行
う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

集
会
当
日
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教

団
札
幌
手
稲
教
会
に
一
時
避
難
し

て
い
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
女
性
４

名
も
参
加
さ
れ
、
鈴
木
氏
、
西
氏

か
ら
、
今
回
の
事
件
の
経
緯
と
問

題
点
に
つ
い
て
詳
し
い
お
話
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
０
０

名
近
い
参
加
者
が
あ
り
、
今
後
の

た
め
、
「
特
定
技
能
」
で
入
国
す

る
外
国
人
労
働
者
の
安
全
保
障
の

法
整
備
や
、
今
回
の
よ
う
な
緊
急

避
難
時
に
、
複
数
の
教
会
が
連
携

し
て
受
け
入
れ
体
制
を
つ
く
る
必

要
性
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

（
札
幌
教
区
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
委

員
会
・
小
野
有
五
）

９
・
１
を
忘
れ
な
い
！

平
和
講
演
会
に
参
加
し
て

クリプト札幌 白 石 共 同 墓
札幌市白石区平和通10丁目北5-1

札幌市白石本通墓地
カトリック札幌司教区納骨堂
札幌教区カトリックセンター地下
家族壇568区画・合葬壇730
天候問わずいつでも墓参可能

お問い合わせ 〒060-0031 札幌市中央区北一条東6丁目10 札幌司教区本部事務局
電話 ■白石共同墓：011-241-2785 ■クリプト札幌：011-221-4244
いずれも平日9:00～17:00 （土曜日曜祝日及び夏季冬季休業を除く）

札幌教区の司祭・修道者・信徒な
らびにその家族を対象とした合葬墓

■■お知らせ■■
白石共同墓地（合葬
墓）の納骨期間は原
則4月から11月まで
です。積雪期間（12
月から3月）は納骨
を行いません。
詳しくは右記教区本
部事務局までお問い
合わせください。
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道
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
７
校
計

18
名
の
教
員
が
集
ま
り
行
わ
れ
た
教

職
員
研
修
会
（
９
月
９
日
～
10
日
）

は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
と
し
て
の
在
り
方
や
各
校
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
認
す
る

有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
サ
レ
ジ
オ
学
院
中
学
校
・

高
等
学
校
校
長
鳥
越
政
晴
神
父
を
、

２
日
目
は
札
幌
教
区
千
葉
充
神
父
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
共
通
し
て

い
た
こ
と
は
、
人
間
は
「
神
の
似
姿
」

と
し
て
創
造
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

体
現
す
る
た
め
に
は
他
者
に
対
し
て

責
任
と
尊
敬
、
愛
を
持
っ
て
交
わ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク

学
校
が
根
幹
に
据
え
る
べ
き
視
点
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
の
分
か
ち
合
い

や
、
各
校
の
取
り
組
み
の
紹
介
で
は
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
に

沿
っ
た
生
徒
指
導
や
教
科
指
導
、
行

事
や
諸
活
動
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
か
を
共
有
し
ま
し
た
。
日
々

の
小
さ
な
活
動
の
積
み
重
ね
の
中
に

カ
ト
リ
ッ
ク
学
校
と
し
て
の
理
念
を

見
出
す
こ
と
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

判
断
を
す
る
際
に
持
つ
べ
き
「
軸
」

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
カ
ト
リ
ッ

ク
学
校
に
勤
務
す
る
教
職
員
の
使
命

や
役
割
を
見
つ
め
直
し
、
各
校
に
集

う
生
徒
に
希
望
を
も
た
ら
す
働
き
が

で
き
る
よ
う
、
各
人
が
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。
こ
の
学
び
が
各
校
の

更
な
る
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
札
幌
光
星
中
学
校
・
高
等
学
校
・

近
藤

望
）

函
館
地
区
で
は
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て

中
断
さ
れ
て
い
た
北
海
道
カ
ト
リ
ッ

ク
幼
保
連
盟
加
入
園
の
合
同
研
修
会

を
昨
年
か
ら
再
開
し
、
今
年
は
９
月

５
日
（
土
）
に
宮
前
町
教
会
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。

近
年
の
幼
児
教
育
改
革
に
と
も
な
っ

て
、
幼
児
教
育
施
設
の
多
く
が
日
曜

祝
日
以
外
は
子
供
を
預
っ
て
お
り
、

教
職
員
が
一
同
に
集
ま
る
催
し
の
開

催
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

も
、
園
長
・
主
幹
先
生
が
園
に
残
り
、

預
り
保
育
の
対
応
に
あ
た
る
な
ど
の

や
り
繰
り
を
し
て
、
68
名
の
参
加
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幹
事
と
し
て
も
、
各
園
の
努
力
に

報
い
る
た
め
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
幼

保
連
盟
主
催
の
研
修
会
と
し
て
公
認

し
て
い
た
だ
き
、
国
の
補
助
金
（
処

遇
改
善
加
算
）
の
要
件
と
な
る
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

祐
川
郁
生
神
父
に
よ
る
ギ
タ
ー
伴

奏
の
聖
歌
合
唱
を
交
え
た
、
み
言
葉

の
祭
儀
に
続
き
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒

で
函
館
短
期
大
学
保
育
学
科
教
授
、

公
認
心
理
師
、
学
校
心
理
士
ス
ー
パ
ー

バ
イ
ザ
ー
の
藤
井
壽
夫
先
生
に
よ
る

「
愛
着
障
害
と
は
～
愛
着
障
害
の
理

解
と
発
達
障
害
と
の
見
分
け
方
」
と

題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
日
頃
の
保
育
教
育
活
動

に
照
ら
し
、
様
々
な
気
付
き
を
分
か

ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

（
函
館
カ
ト
リ
ッ
ク
学
園
・桶田

達
也
）

７
月
25
日
（
土
）
藤
女
子
大
学

（
札
幌
市
）
に
て
、
全
道
の
カ
ト
リ
ッ

ク
園
（
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・

保
育
園
）
の
園
長
や
教
職
員
を
対
象

と
し
た
第
59
回
園
長
教
職
員
研
修
大

会
が
行
わ
れ
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
に
て
道
内
56

園
、
約
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
Ⅰ
講
話
で
は
伊
藤
幸
史
神
父

（
新
潟
教
区
）
を
お
招
き
し
、
子
ど

も
た
ち
に
食
卓
を
通
じ
て
「
あ
な
た

が
大
切
」
と
伝
え
て
い
く
大
切
さ
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
Ⅱ
講
話
で
は
板
東
光
子
氏
（
新

潟
県
社
福
法
人
平
和
の
園
理
事
長
）

よ
り
「
子
ど
も
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

る
保
育
」
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
「
食
」
と
い
う
身
近
な

テ
ー
マ
に
沿
い
な
が
ら
も
別
の
視
点

か
ら
聴
く
こ
と
が
で
き
、
保
育
者
と

し
て
、
そ
し
て
人
と
し
て
も
、
学
び

の
多
い
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
事
例
報
告
で
は
旭
川
・
苫

小
牧
地
区
よ
り
「
災
害
対
策
」
に
つ

い
て
、
実
際
に
避
難
を
体
験
し
た
園

の
取
り
組
み
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
自

園
の
備
え
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
に
チ
ャ
ペ
ル
に
て
、
心
ひ
と

つ
に
静
か
に
祈
り
の
集
い
を
行
い
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
道
の
先
生

方
が
共
に
集
え
る
喜
び
、
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
で
も
画
面
越
し
に
同

時
に
祈
り
、
同
じ
学
び
を
分
か
ち
合

う
こ
と
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
園
が
ひ
と

つ
に
な
れ
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

（
北
海
道
カ
ト
リ
ッ
ク
学
園
・

杉
野
直
子
）

函
館
地
区

カ
ト
リ
ッ
ク
園

教
職
員
研
修
会

教
職
員
研
修
会

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
保
連
盟
・

北
海
道
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
保
連
盟
主
催

園
長
教
職
員
研
修
大
会
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今
年
は
地

震
災
害
の
み

な
ら
ず
、
各

所
で
豪
雨
災

害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。

特
に
千
葉
県

で
の
度
重
な
る
豪
雨
被
害
は
、
復
興

し
よ
う
と
す
る
心
ま
で
へ
し
折
る
よ

う
な
、
ま
さ
に
「
泣
き
っ
面
に
蜂
」

の
出
来
事
で
す
。
片
や
、
雨
が
降
ら

ず
に
、
渇
水
で
困
っ
て
い
る
地
域
も

あ
り
、
本
当
に
、
気
候
の
変
動
と
そ

れ
に
伴
う
異
常
気
象
は
、
わ
た
し
た

ち
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
現
実

を
突
き
つ
け
ま
す
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
「
す
べ
て

の
命
を
守
る
月
間
」
を
過
ぎ
た
と
し

て
も
、
わ
た
し
た
ち
は
地
球
の
異
常

気
象
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
、
わ

た
し
た
ち
の
社
会
活
動
を
、
一
人
一

人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
根
本
か
ら
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
、
仕
事

上
、
車
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

か
つ
、
長
距
離
も
走
り
、
石
油
燃
料

を
消
費
し
続
け
て
い
る
自
分
を
も
ど

か
し
く
思
い
ま
す
。
福
音
を
延
べ
伝

え
る
た
め
な
ら
、
Ｃ
Ｏ
２
を
他
の
人

よ
り
多
く
排
出
す
る
の
も
仕
方
が
な

い
と
す
る
か
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
減
ら

す
た
め
に
、
自
分
の
活
動
を
制
限
す

べ
き
か
、
悩
み
の
種
に
は
な
り
え
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
も
ど
か

し
さ
は
残
り
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
に

で
き
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
時
で
も

「
誠
実
に
悩
み
続
け
る
」
こ
と
く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。

（
佐
久
間
力
）

訃

報

◆
マ
リ
ア
の
宣
教
者

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

７
月
29
日
創
成
東
病
院
に
て
神
様
の

み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
96
歳
。

【
略
歴
】

１
９
３
０
年
７
月
13
日
生
ま
れ

１
９
５
８
年
12
月
14
日
入
会

１
９
６
４
年
12
月
15
日
終
生
誓
願

Sr .M .テレジア

太田綾子

カ ト リ ッ ク 札 幌 司 教 区
ハ ラ ス メ ン ト 対 応 デ ス ク

080-2879-3168
火曜～金曜 10:00～14:00
祝日及び夏季冬季休業日除く

✉ sapporo.harassmentdesk
@gmail.com

前
号
の
教
区
ニ
ュ
ー
ス
で
、
中
央

協
議
会
の
組
織
改
編
に
伴
い
、
札
幌

教
区
に
お
い
て
私
が
長
く
活
動
し
て

い
た
「
難
民
移
住
移
動
者
委
員
会
」

が
「
い
の
ち
・
平
和
・
人
権
委
員
会
」

に
統
一
さ
れ
た
旨
、
報
告
さ
れ
た
。

中
央
協
議
会
も
札
幌
教
区
も
ま
だ
ま

だ
新
し
い
体
制
に
戸
惑
い
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
正
直
な

と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
自
身
も
自
分
の

立
ち
位
置
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。

と
は
い
え
、
「
難
民
移
住
移
動
者

委
員
会
」
の
元
で

行
っ
て
い
た
取
り

組
み
は
、
組
織
改

編
に
関
係
な
く
、

動
い
て
い
る
。
特

に
支
援
の
現
場
は

目
の
前
に
い
る
人

に
対
し
て
、
「
落

ち
着
く
ま
で
待
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
は
言
え
な
い
状
況

で
あ
る
。

組
織
改
編
の
動
き
が
始
ま
っ
た
時

か
ら
、
そ
の
点
を
危
惧
し
た
「
難
民

移
住
移
動
者
委
員
会
」
に
繋
が
る
各

教
区
の
メ
ン
バ
ー
は
、
何
度
も
何
度

も
話
を
重
ね
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

い
い
の
か
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
し

て
、
そ
の
結
果
と
し
て
私
た
ち
は
、

「
一
般
社
団
法
人
カ
ト
リ
ッ
ク
難
民

移
住
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立

ち
上
げ
、
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協

議
会
公
認
団
体
と
な
っ
た
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
力
に
、
と
も
に
生
き
る
社
会
へ
」

「
つ
な
が
る
こ
と
で
、
い
の
ち
を
支

え
る
」
こ
の
よ
う
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を

ベ
ー
ス
に
「
い
の
ち
・
平
和
・
人
権

委
員
会
」
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、

活
動
す
る
。
既
に
行
っ
て
い
る
も
の

に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
始
ま
っ
た
ベ

ト
ナ
ム
語
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人
司
祭
や
シ
ス
タ
ー
の
通

訳
を
中
心
に
始
め
た
活
動
は
、
30
回

を
超
え
て
お
り
、
組
織
改
編
に
関
係

な
く
、
続
け
て
い
る
。

８
月
16
日
の
「
聖

書
と
典
礼
」
Ｐ
７
に

記
載
さ
れ
て
い
た

「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

い
の
ち
・
平
和
・
人

権
委
員
会
」
の
委
員

長
で
あ
る
森
山
信
三

司
教
の
言
葉
に
大
き

な
指
針
が
示
さ
れ
て

い
た
。

『
私
た
ち
の
教
会
は
少
子
高
齢
化
が

加
速
し
、
教
会
の
中
の
「
働
き
手
」

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

教
会
外
で
い
の
ち
・
平
和
・
人
権
の

擁
護
の
た
め
に
働
い
て
い
る
多
く
の

方
々
、
市
民
団
体
、
あ
る
い
は
外
国

籍
の
方
々
と
手
を
携
え
て
と
も
に
歩

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後

の
私
た
ち
の
教
会
の
歩
む
べ
き
一
つ

の
道
の
方
向
性
が
こ
こ
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
』

（
札
幌
教
区
難
民
移
住
移
動
者
担
当
・

西

千
津
）

カ
ト
リ
ッ
ク

難
民
移
住
者
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

８
月
29
日
創
成
東
病
院
に
て
神
様
の

み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。
90
歳
。

【
略
歴
】

１
９
３
６
年
４
月
９
日
生
ま
れ

１
９
５
９
年
９
月
15
日
入
会

１
９
６
９
年
３
月
19
日
終
生
誓
願

Sr.テレジア

福永順子

◆
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
女
子
修
道
院

６
月
23
日
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
和
」
に

て
神
様
の
み
も
と
に
召
さ
れ
ま
し
た
。

100
歳
。

【
略
歴
】

１
９
２
６
年
５
月
13
日
生
ま
れ

１
９
５
０
年
４
月
８
日
受
洗

１
９
６
０
年
６
月
７
日
入
会

１
９
６
７
年
２
月
10
日
終
生
誓
願

２
０
２
３
年
２
月
10
日
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
祝

Sr.ベルナルディン

櫻井利子


